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教育理念 ・ 方法

2022年度
研究成果

2023度
教育・研究目標

・学年毎のカリキュラムに応じた基礎的な知識の段階に合わせ、学生・院生個々人の実
践、体験および過程での学びの重要性を意識して、その機会と環境の整備に努める。
・その過程での個々人またはグループの方向性に合わせた展示企画指導に努める。
・個々人が抱える精神的、心理的課題に沿った柔軟なコミュニケーションのアプローチ
（授業内外での声かけ、相談の受付）を実践する。

・2022年度助手助教展への出展
・ワークショップの手法を用いた組織づくりの実践と職場の環境改善、授業指導への応用
・研究テーマに関する資料調査、研究室所蔵の「遊びの地図」(一次資料)情報のデータ化の
継続
・ワークショップおよびコミュニケーションにおける、フィールド、プログラムの内容と
その方向性、参加者、プログラムの時間構成、「あそび」やゲームにおける規則の多様性
など、分析対象となる事例の条件を拡げることによって普遍的、体系的な法則を見出だす
ことを長期的な研究の目的とする
・短期的な目標として、視覚伝達デザイン学科「空間構成Ⅲ」のカリキュラム中で数十年
にわたり展開されてきた課題「あそびの地図」の記録を分析整理し、コミュニティの中で
形成されるあそびの条件や都市環境の影響、時代の変遷による比較を行う
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